
解 答
宗 問１ 水晶体 問２ エ 問３ エ 問４ ウ

就 問１ ウ 問２ イ 問３ ア 問４ イ

州 問１ 40 問２ 30 問３ 20 問４ 64

修 問１ 強い ウ 弱い エ 問２ ア・ウ 問３ ① エ ② ウ 問４ エ

愁 問１ エ 問２ ア 問３ イ 問４ ウ

拾 問１ Ｅ 問２ Ｃ 問３ ウ

洲 問１ 20 問２ ５ 問３ 緑色 問４ 0.13

秀 問１ 20 問２ 唄 100 欝 10 蔚 23

解 説
宗 問２ 網膜には，上下左右逆の像が映ります。

もうまく

問４ 瞳孔は，目に入る光の量を調節していて，暗いところでは光をたくさん取り入れるため大きく開き，明るい
どうこう

ところでは小さく閉じます。
と

就 問１ ホウセンカは双子葉類です。根には主根と側根が見られます。
そう し ようるい

問２・３ 水は根から吸収され，道管を通ります。 蒸 散されるのは水だけで，色素は蒸散されません。
じようさん

州 問１ Ａを支点としたつり合いを考えます。重心からＡまでの長さは50㎝（100÷２），ばねはかりが示した 値 を□
あたい

とおくと，「80×50＝□×100」となるので，□は40ｇです。

問２ Ｂから20㎝の位置を支点としたつり合いを考えます。ばねはかりが示した値を□とおくと，「□×(100－20)
い ち

＝80×(50－20）」となるので，□は30ｇです。

問３ Ｃを支点としたつり合いを考えます。端Ｃから重心までの長さを□とおくと，「80×□＝16×100」となるの
はし

で，□は20㎝です。

問４ 端Ｃが台から離れたとき，点Ｐにかかる力は，100ｇ（80＋20）です。端Ｄから台のかどＰまでの長さを□と
はな

し，Ｄを支点としたつり合いを考えると，「100×□＝80×(100－20)」となり，□は64㎝です。

修 問１ コイルの巻き数が多く，電流が大きく，鉄しんが太いほど，電磁 石 は強くなります。
ま でん じ しゃく

問２ 乾電池の数が異なり，他のすべての条件が等しい２つを比べます。
かんでん ち こと

問３ 電磁石の右側がＮ極になっています。

問４ 電磁石のコイルに流れる電流の大きさは，Ｃ→Ａ→Ｂの順に小さくなります。

愁 問４ 星は，日周運動で１時間で約15°,年周運動で１日で約１°,西に進みます。この日の午後10時のおおいぬ座

の位置は,１時間20分前（11時20分－10時）の位置を求めればよいので，真南よりも20°(15×1 ）東側にあ１
３

ったことがわかります。したがって，おおいぬ座が午後10時に南中するのは，20日後（20÷１）となります。

拾 問２ ギョウカイ岩は火山灰が堆積してできた岩石です。
たいせき

問３ シジミは，淡水域や汽水域の湖や河口に生息します。
たんすいいき き すい

洲 問１ 塩酸Ａと水酸化ナトリウム水溶液Ｃとが完全中和するときの体積の比は，表より３：２（15：10）です。し
すいようえき

たがって，Ｘは，20或（30× ）となります。２
３

問２ 塩酸Ｂは，Ａを半分にうすめたものですから，塩酸Ｂと水酸化ナトリウム水溶液Ｃとが完全中和するときの

体積の比は，３：１（３：(２÷２))です。したがって，Ｃは５安（15× ）必要です。１
３

問３ 塩酸Ａと塩酸Ｂがそれぞれ③或あるとすると，完全に中和する水酸化ナトリウム水溶液Ｃの体積はそれぞれ

②或，①或となるので，塩酸Ａ・Ｂ③或に水酸化ナトリウム水溶液Ｃ③或を混ぜ合わせると，完全中和して中

性になることがわかります。

問４ 水酸化ナトリウム水溶液Ｃ30或が完全中和すると，0.26ｇの塩化ナトリウムができます。塩酸Ｂ60安と水酸

化ナトリウム水溶液Ｃを15安を混ぜると，水酸化ナトリウムがすべて反応し，塩酸Ｂが15或（60－15× ）あ３
１

まります。よって，このとき残る固体はすべて塩化ナトリウムで，その重さは0.13ｇ（0.26× ）となります。15
30

秀 問１ 水100ｇに物質Ａ25ｇが溶けるので，ほう和水溶液の濃度は20％（25÷(100＋25)×100）です。
と のう ど

問２ 唄 50℃のとき結しょうができはじめたことから，このときの水溶液の濃度は20％であることがわかります。

よって，溶けていたのは100ｇ（500×0.2）とわかります。

欝 30℃のほう和水溶液の，溶液と物質Ａの重さの比は 11：１（(10＋100)：10）ですから，溶けていたの

は10ｇ（110× ）となります。１
11

蔚 水溶液の重さは390ｇ（500－110），物質Ａの重さは90ｇ（100－10）となっているので，水溶液の濃度は

およそ23％（90÷230＝0.230…）ということがわかります。
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